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退
職
後
の
人
生
は
、

年
齢
差
で
は
な
く

個
人
差
の
時
代

で
す
。

～
趣
味
に
生
き
、

頭
と
身
体
を

鍛
え
て
、

生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
～

「第 1回 シルバー料理教室」
での調理のひととき

～自分の食事は自分の手で

つくる習慣をつけましょう～

11月20日 横 浜市社会福祉センター

(調理室)

呼
び
や
す
く
、

親
し
み
や
す

い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、
「厚
生
会
」
か
ら

変
わ

っ
た

「
こ
だ
ま
会
」

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、

山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼

べ
ば
、

そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

本
年
も
我
が
道
を
行
く

昨
年
の
、

ソ
連
邦
崩
壊
と
い
う
歴
史

的
大
事
件
は
、

冷
戦
か
ら
共
存

へ
の
幕

開
け
で
も
あ
る
。

身
近
な
こ
と
で
は
、

県
関
係
の
退
職

者
会
が
ま
た

一
つ
増
え
て
四
ツ
と
な

っ

た
。

退
職
す
る
人
は
戸
惑
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
四
退
職
者
会
は
、

い
ず
れ

も
労
組
の
肝
入
り
で
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、

退
職
者
会
は
労
組
や
政
党
論
議
か

ら
は

一
定

の
距
離
を
お
く
こ
と
で
あ

る
。

退
職
者
会
に
は
、

雑
音
は
無
用
と

し
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

退
職
者
会
は

お
互
い
に
、

共
存
し
つ
つ
、

共
栄
な
い

し
、

競
栄
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

会
を
創
立
す
る
よ
り
も
、

維
持
発
展

さ
せ
る
方
が
数
倍
大
変
な
の
で
あ
る
。

当
会
は
、

本
年
も
地
味
に
黙
々
と
我

が
道
を
行
く
の
み
で
あ
る
。

（Ｋ
）

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
」

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）〇
四
五
合
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
全
二

一
一
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号人

七
八

一
三
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
碩
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座横

浜
五
十
六
六
五
人
①

会
費
関
係

０
入

〈不
金
　
一
、

○
○
○
円

修
終
身
会
費
　
一
一〇
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費
二
、

〇
〇
〇
円
も
あ
り

ま
す
。
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知

っ
て
い
ま
す
か
？

県
を
退
職
後
、再

就
職
原

非
常
勤
職
員
・民
間
・団
体

な
ど
）
し
、再

度
退
職
に
際
し
て
の
、社

会
保
険
関
係
（厚

生
年
金
、雇

用
保
険
、健

康
保
険
な
ど
）
の
手
続
に
つ
い
て

標
記
の
よ
う
に
、

県
を
退
職
し
、

再

就
職
し
、

第
二
の
人
生
々
活
に
入
っ
た

方
々

（再
雇
用
県
非
常
勤
職
員
、

民
間

へ
就
職
、

な
い
し
外
廓
団
体
な
ど
に
）

が
再
び
退
職
さ
れ
て
、

い
よ
い
よ
、

自

適
の
第
二
の
人
生
に
入
ら
れ
よ
う
と
す

る
と
き
、

い
ろ
い
ろ
な
社
会
保
険
、

厚

０
老
齢
厚
生
年
金
の
手
続
き

当
会
報
第
１９
号

「
こ
だ
ま
会
年
金
研

究
講
座
第
８
回
」
で
解
説
し
て
お
き
ま

し
た
が
、

昭
和
６‐
年
の
年
金
制
度
改
正

ま
で
は
、
「通
算
老
齢
年
金
」
と
呼
ば
れ
、

共
済
年
金
に
運
動
通
算
す
る
と
表
現
で

き
る
よ
う
に
、

共
清
年
金
の
延
長
線
上

に
あ
る
、

追
加
年
金
と
み
た
方
が
分
か

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

共
済
年
金
は
、

退
職
し
な
け
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

厚
生
年
金
は
６５
才

ま
で
加
入
で
き
、

退
職
し
な
く
て
も
支

給
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
は
法
律
に
よ

っ
て
、

一
般
の
被
用
者
、

す
な
わ
ち
サ
ラ
リ
ー

生
年
全
関
係
の
話
手
続
が
待
構
え
て
い

えつ
。当

会
員
Ｓ
さ
ん
か
ら
、

会
報
で
も
取

り
上
げ
て
解
説
す
る
よ
う
に
ご
提
言
を

受
け
た
の
で
、　

一
応
取
り
ま
と
め
て
み

た
の
で
、

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（事
務
局
）

マ
ン
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
、

県

を
退
職
し
て
、

適
用
事
業
所

（図
Ａ
参

照
）
に
勤
務
す
る
６５
才
未
満
の
従
業
員

は
、

そ
の
意
志
に
関
係
な
く
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
準
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。さ

て
、

こ
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、

支

給
開
始
は
原
則
と
し
て
６５
オ
か
ら
で
す

が
、

当
分
の
間
特
例
と
し
て
、

６０
か
ら

６５
才
に
な
る
ま
で
の
間
、

厚
生
年
金
の

独
自
給
付
で
支
給
さ
れ
た
の
が
、
「特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
で
す
か
ら
、

仮
に
非
常
勤
を
６３
オ
で
辞
め
た
場
合
で

一

も
、

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

但
し
、

こ
れ
に
も
条
件
が
あ

っ
て
、

厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
が

一
年
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、

老
齢
厚
生
年
金
額
の
計
算
は

平
均
標
準
報
酬
月
額
の
千
分
の
七

・
五

に
厚
生
年
金
の
加
入
月
数
を
掛
け
た
も

の
で
す
。手

続
き
の
し
か
た

Ｄ
老
齢
厚
生
年
金
保
険
に
必
要
な
書
類

左
記
の
書
類
を
揃
え
、

裁
定
請
求
書

（別
掲
参
照
）
を
、

退
職
時
点
で
の
事

業
所
、

所
在
地
管
轄
の
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
し
ま
す
。

即
ち
厚
木
保
健
所

な
ら
厚
木
社
会
保
険
事
務
所
で
、

そ
の

次
か
ら
の
手
続
、

照
会
か
ら
は
居
住
地

管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
変
わ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

記

〔提
出
　
提
示
の
目
的
〕

①
社
会
保
険
庁
長
官
あ
て
請
求

②
厚
生
年
金
番
号
確
認

③
請
求
印

（認
印
で
よ
い
）

④
指
定
金
融
機
関
の
回
座
番
号
確
認

⑤
生
年
月
日
、

身
分
関
係
証
明

①
本
人
と
家
族
等
の
生
計
維
持
関
係

〔提
出

・
提
示
書
類
〕

①
裁
定
請
求
書

②
年
全
手
帳
又
は
証
書

③
印
　
鑑

④
預
金
通
帳

一

⑤
戸
籍
謄
本

⑤
住
民
票

（全
世
帯
分
）

（詳
し
く
は
）

神
奈
川
県
福
祉
部
保
険
課

又
は
、

各
社
会
保
険
事
務
所

鋼
踊
●

(田A)

昭和61年 3月 31日以前
厚
生
年
金
適
用
事
業
所

昭和61年 4月 1日 以後

5人 以上の一般の事業所5入 以上の一般の●業所

5人 以上のサービス業等の

の事業所

5人以上のサービス業等の

法人の事業所

5人 末浦の法人の事業所5人 未満の法人の事業所

岳二どズ≧喜 |の
個人事業所

与=ど ズ及書 |の
4B人事業所
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国民年金 ・厚生年金保険老齢治付裁定間求書

〔老器産窒客鉢語研老島年金1
しないでください。

ラリガナはカタカナで日入 して くだ さい。

◆とキ1欄 X単フィルムの送付 X線ワィルムの返基

有 無 枚 年   月    日

紳
ぐ
俗

様式第101号

鵠

″
本
　
　
　
　
辞
ヽ

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

②

／
′
―
ヽ
、

ら

う
!三ヴ

1
′
′

年金手帳の

記 号 番 号

生 年 金 保 険 の 記 号 番 号

③ 国 民 年 金 の 記 号 番 号

□□□□□
銀行

金庫

7け才■|

支払機関

年をを2け る

ことを■学す

る々 他機F8ま

たは年使局の

いすltか一方

についてどせ入

してく・Vさい

Ⅲ7 け ,                       本 P 9 r~   lfi l1 1点
 あ         ■ ″

2r・温itt S fH 京         本 店
3震  協                支 店

縁              郵 使局□□□□□ 轄         区
⑦rLl爵者 子

配
T=ぢ隣弓響劇

f I H大昭平
1  3  5  7

8せlHl者について大の欄に記入してください。

④ 分的年金制度母からを巾 退
職または時普の年金を空けて
いますか。Oで 囲んでく/Vさ
い。受けているときは制度名
(共lA  B R合にあっては その支
払いを行 う機関名)年 生のfl
m  そ の支持を受けることと
なった年月日 午 金gI書守の

ヨせ'各 ,を 記入してく/rさい。

セ冊 退 職
の年金を受
けている。

制 度 名(共済4■合名)

呼彗の年金
を受けてい

る。
/ L t証 脅 記 号 番 号 1いずれ 6受

けていない
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０
一層
用
保
険
↑
天業
給
也

を
受
け
る
と
き
の
手
続
き

県
退
職
後
、

再
就
職
、

そ
し
て
再
び

退
職
す
る
と
き
、

一展
用
保
険

（失
業
給

付
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、

仮
に
再
展
用
非
常
勤
の
職

員
の
方
が
三
年
間
勤
務
の
上
、

退
職
、

そ
の
あ
と
、

自
道
の
生
活
に
入
り
、

働

く
気
持
の
な
い
よ
う
な
場
合
は
、

こ
の

制
度
で
は
失
業
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

過
去
三
ヶ

年
間
は
労
使
で
、

一尾
用
保
険
料
を
負
担

し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、

そ
の
還
元
を

求
め
る
意
味
か
ら
も
、
ま
た
、

今
日
ま

で

一
貫
し
て
地
方
公
務
員
生
活
の
み
を

さ
れ
た
方
は
、

最
後
の
人
生
体
験
と
し

一
、

一居
用

（失
業
）
保
険
被
保
険
者
証

二
、

一展
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

三
、

印
　
鑑
　
　
　
　
　
　
　
（働

一

四
、

住
民
票

五
、

写
真

（縦
横
３
ｃｍ
程
度
）

一
枚

０
　
申
請
は
離
職
日
か
ら

一
週
間
以
内
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

×

×

×

×

詳
し
く
は
、

居
住
地
所
轄
の
公
共
職

業
安
定
所

へ
照
会
し
て
み
て
下
さ
い
。

一層
用
保
険
は
、

厚
生
年
金
の
場
合
と

異
な
り
最
初
か
ら
貴
方
の
居
住
地
の
公

共
職
業
安
定
所
が
所
轄
に
な
り
ま
す
。

て
公
共
職
業
安
定
所
の
門
を
く
ぐ
り
、

所
定
の
手
続
を
さ
れ
て
、

万

一
、

よ
い

勤
務
職
場
で
も
あ
れ
ば
、

術
オ
ま
で
勤

め
て
み
ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

手
続
を
し
て
条
件
が
満
た
さ
れ
れ

ば
、

離
職
し
た
翌
日
か
ら

基
本
手
当
が
約

一
ヶ
年
間
の
期
間
内
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

６５
才
以
上
の
方
に
は
基
本
手

当
に
代
わ
り
、

高
年
齢
求
職
者
給
付
金

が

一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
公
共
職
業
安
定

所
で
行
い
、

受
給
手
続
に
必
要
な
も
の

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

コ
し

，
〓
Ｈ

（退
職
し
た
こ
と
の
証
明
書
類
）

十
二
は
退
職
時
点
で
の
職
場
に
請
求
す
る
）

求
職
手
続
を
す
る
と
、

コ
展
用
保
険

失
業
給
付
受
給

（又
は
高
年
齢
受
給
）

資
格
者
の
し
お
り
」
が
渡
さ
れ
、

安
定

所
職
員
が
く
わ
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま

す
。

一

公共職 崇安定所

神奈川県労働部葛用保険凍

石用保 険 B t明会 |   ,   8  8 1田   時   分

次 に 来 所 す る H 時

■初の央象呂定日 几  8  a■ 口  時   分

失 業 逐 定 日 週型  I I  R ( 4週 に 1回 )第

jE用保険説明全に

持う していただ く

もの

(予どするもの)

1 空 捨奈お者の しおり

2 1P笠

3 払 渡希望金陣投関指定層

(まだ安定所に属けていない場合)

J 彗 記用具

5 そ の他 (           )

雇用保険説明全 失 業認定日は必すご来所 下さい

雇用保険の失業給付

理指資格者のしおり
(高年齢受給資格者のしおり)

1培就骨|::骨を子疋どをも脚勲たすね碑ぃ|

支樽番号

氏  名

●雇用保険失業給付とは、こんな制度です。

被保険者であった人が職を失ったとき、働こうとする

気持があり、さらに働 くことのできる家庭環境や健康状

態等にありながら、安定所または自分の努力によっても

すぐ再就職できない場合に、職業に就くまでの一定期間

失業沿付を行って生活の安定を図ることが目的です。

したがって、働く気持がない人、すぐ働けない人、す

でに就職している人などは失業給付は受けられません。

●結付される日数

(1)65歳未満で離職された方

(2)65歳 以上で離職 された方

65歳以上で要件を満たす方 (「高年齢受給資格者」

といいます。)に は 「高年齢求職者給付金」が一時金

として支沿されます。

[1日 の渦殺

1年米満
1年以上
5年末高

5年以上

10年末満
10年以上

3 0歳 未 満

30歳以上45歳末情 90日 180日 210日

45歳以上55歳未活 210日

55歳以上65歳未情 240日 300日

粧保険者で

あった期間
1年末浦

1年以上

5年末満

上

満

以

来

年

年

５

ｍ
10年以上

給付金の額 50日ケ) 100日分 120日夕) 150日 分
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）

０
　
国
民
健
康
保
険
等
へ
移
行
の
手
続
き

県
を
退
職
し
て
い
県
再
雇
用
非
常
勤
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
場
合
、

の
な

い
し
、

民
間
又
は
、

外
か
く
団
体
な
ど
に
勤
務
す
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
移
行

図
式
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

(1)

（地
方
公
務
員
共
済
組
合
健
保
）

退
　
職

（地
方
公
務
員
共
済
組
合
健
保
）

退
職
後（郵蟻蝋輸飾酷離讐

い
の
場
合
に
は
、

地
方
公
務
員
共
済
組

合
健
保
の
退
職
後
利
用
の
任
意
継
続

組
合
健
保
は
期
間
が
二
年
間
で
す
の

で
、

そ
れ
以
上
在
勤
者
は
そ
の
後
、

居
住
地
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
筈
で
す
。

退
職
後
の
職
員
の
中
に
は
、

任
意

継
続
健
保
を
心
よ
し
と
せ
ず
、

退
職

後
直
ち
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
人
も
い
ま
す
が
、

経
済
的
に
い

え
ば
任
意
継
続
健
保
の
あ
と
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す

る
方
が
得
で

す
。

何
故
な
ら
ば
、

国
民
健
康
保
険
料
は
、

そ
の
人
の
前
年
度
の
所
得
税
が
基
準
に

な
る
の
に
対
し
、

任
意
継
続
は
、

そ
れ

ま
で
の
在
職
時
掛
金
と
同
じ
で
あ
る
た

め
で
、

比
較
計
算
し
て
み
て
も
人
に

退
　

職

非
常
勤
職
員

（∝掘拘酢購酪齢榔購健保含一年間じ

民
　
間

（外
か
く
団
体

（強蛸雌離帥鈴健保

よ

っ
て
は
そ
の
較
差
に
驚
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

但
し
任
意
維
続
の
場
合
、

保

険
料
は
、

退
職
時
点
と
同
額
で
は
あ

っ

て
も
、

在
職
中
の
保
険
料
は
労
使
折
半

で
、

任
意
継
続
と
な
る
と
全
部
本
人
負

担
で
す
が
、

そ
れ
で
も
国
民
健
康
保
険

に
入
る
よ
り
負
担
は
少
な
い
と
い
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

０
の
民
間
等
に
就
職
す
る
と
き
は
、

一尾

用
さ
れ
た
時
点
で
の
給
料
に
よ
る
保
険

掛
金
に
よ

っ
て
、

そ
の
会
社
の
健
保
組

合
に
入
る
か
、

健
保
組
合
が
な
い
と
こ

ろ
は
、

政
府
管
掌
健
保
の
い
ず
れ
か
に

加
入
し
、

退
職
の
と
き
は
、任

意
継
続
な

い
し
国
民
健
康
保
険
の
い
ず
れ
か
に
加

入
す
る
方
法
は
い
の
と
お
り
で
す
。

な
お
知

っ
て
お
き
た
い

（参
考
）
資

料
は
別
掲
の
と
お
り
。

仁意雑続技

保険者資格

取得申請書
を提出。

(奈格空失

後 2 0日 以

内)

退職者医療制度とは
…昭和59年10月1日 から国民健康保険

に新たに 「退職者医療制度」ができま

した。……

この制度の対象者は、病院や診療所などで支払 う

自己負担額が次のように軽成されます。

対象者は

国民健康保険の加入者 (70歳未満)で 厚生年
金 格 員保険 各 種共済組合等の年金受給者 (国

民年金は除く)と その扶養家族です。
老人保健法対象の方はこの制度に該当しません。

0目出に必要なもの〉(市町村あて)
0年 金証書、または年金の利定通知署

(支給決定通知■)
●印鑑 (朱肉を使用するもの)
[国民健康保険に加入している場合〕

●保険証

[新たに国民健康保険に加入する場合]

●前の保険の資格喪失肛明書

①任意継続保険 S会 社健康保険組合

資格を失つたあとの継続加入
種 類  内  容     手 続 き

社保険者期間が継続して2カ

月以上あった人が 粧 保険者

f格 を失ったあともlt保険者

任意継続 積ぢ犠替晶稚す空跡
できます。保険料は/E額自己
負担になります。なお保険村

拘茂裡飛比定卓争 后患態量おき方阜名唇進覇酬
月額かその人の退駐時の標準
月額のどちらかにいほうにな

ります。

前
頁
よ
り
つ
づ
く

●失業給付を受けられる期間

(1)65歳未満で離職された方

離職した日の翌日から1年間 (受給期間)と
なってお り、この期間内に所定給付 日数分を受

給することになります。

(2)65歳 以上で離職 された方

離職した日の翌日から1年 間 (受給期限)と

なっています。

ざ 昭和59■9月30日まで 昭和59年10月 1日 から

本  人 貸澄13割→ 2割

扶奏家族
来
　
院

外
　
入

3 割 - 3割

3割 - 2を 」
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史
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ｌ
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８
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０

３
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・
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神奈川県職労〕 者こだま 第 22 号  い )

目 日
自勺
地 時

歴史散歩の会

つぎのとおり、今年始めての歴史教室を開催致 します、お

誘い合わせて、(会員以外の方でも歓迎)お 出掛け下さい。

言己

○
第
二
回
歴
史
散
歩
の
会

（現
地
）

日
　
時
　
平
成
三
年
十
月
二
十
二
日
（火
）

目
的
地

「鎌
倉
二
階
堂
附
近
の
史
跡

を
訪
ね
て
」

コ
ー
ス
　
頼
朝
墓
、

島
津
、

毛
利
氏
元

祖
の
墓
、

鎌
倉
宮
、

大
塔
宮

墓
な
ど

○
第
四
回
歴
史
散
歩
の
会

（現
地
）

平
成
三
年
十

一
月

一
日
（金
）

光
明
寺
の
精
進
料
理
と
附
近

の
史
跡
を
訪
ね
て

コ
ー
ス
　
光
明
寺
、和

賀
江
鳥
、

補
陀
洛

☆

九
品
寺
、来

迦
寺
、長

勝
寺

1992年(平成 4年 )2月 1日

(第3回)軒倉宮の一行
下は同所での昼食

2月 14日働午後 1時30分～ 3時 30分

横浜市社会福祉センター7階会議室

刀ヽ田原城 と城下町の史跡について

特別講師 荒 井 太 郎 先 生

無料 但 し、資料代 として200円を当日お願い し

ます。

ご希望の方は 2月 12日的 までにハガキで事務局 までお知 ら

せ下さい。

*横 浜市社会福祉センター (桜木町駅前)

〒231横 浜市中区桜木町 1-1

日 日寺

場 所

児
島
　
英
雄

日
―
プ
ウ

ェ
イ
緑

の
風
が
追

っ
て
く
る

風
鈴

の
音
も
遠

く
な
る
書
寝

か
な

御
輿
も
む
娘

若
衆

息

は
ず

む
小
野
田
　
宏

長
閑
さ
や
鳩

に
囲

ま
れ
朗
を
投
げ

る

宅
急
便
些
少

で
す
が
と
新
茶

か
な

夏
草

に
墓
石
も
埋
ま
る
廃
寺
跡田

中

　
映

子

マ

説

費

一テ

解

会

マ
マ
と
往
く
外
人

の
子
も
七
五
三

山
茶
花

の
花

の
混

り
し
落
葉
焚
く

女
子
察

の
窓
も
明

る
き
聖
夜

か
な

和

国
　
邦
彦

菊
枯
れ
て
露
地

に
転
び
し
鉢

一
つ

寒

月
や
己
が
影
踏

み
帰
路
急
ぐ

投
句
大
歓
迎
―

会
員

の
俳
句
を
紙
上

で
ご

紹
介
し
ま
す
。

用
紙
官
製

ハ
ガ
キ

で
五
句
以
内
、

当
季
雑

一訴
、

こ
だ
ま
会

こ
だ
ま
俳
壇
係
ま

で
。

(第4回 )日 本最古の集港跡 味日賀江島」

2



第

一
回
シ
ル
バ
ー
料
理
数
室
開
講
報
告

仔)第 22号      神 奈川県職労 退 職 者 こ だ ま会      1992年 仔 成4年)2月 1日

謹 議場日

導 師 所時

横山さんが調理方法の手ほどき

1日 にこれだけは食べましよう
食べすぎると… 費品例   目 安■ 主な栄章秦 足 りないと…

めし    茶 晩3杯    糟 質

くだもの  りたご1個   ビ タミンC
カリウム

魚    1切 れ     タ ンパク質
不飽和lH肪酸

肉     赤 身諄切り2枚 タンパク質

平
成
三
年
十
一
月
二
十
日
（水
）

横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
栄
養
士
、上

野
多
恵
子
氏

（本
会
役
員
）

調
理
師
、

横
山
善
助
氏

⌒調蠍購宇藤舗離関趣

県
下
で
も
著
名
な
、

栄
養
関
係
の
権

威
、

管
理
栄
養
士
、

上
野
多
恵
子
さ
ん

に
お
願
い
し
て
開
講
し
た

「
シ
ル
バ
ー

料
理
教
室
」
に
は
、

こ
れ
ま
た
、

調
理

師
界
で
も
、

そ
の
人
あ
り
と
知
ら
れ
る
、

元
、

県
長
浜
病
院
勤
務
、

横
山
善
助
さ

ん
に
も
応
援
を
お
願
い
し
、

約
十
余
名

の
参
加
を
得
て
、

楽
し
く
有
意
義
に
開

催
し
た
。

庖
丁
サ
バ
キ
も
器
用
な
人
と
、

こ
れ

に
反
す
る
人
な
ど
、

実

い
の
中
に
、

高

齢
者
向
け
献
立
、

①
鶏
の
カ
ラ
揚
げ
、

②
か
に
玉
、

③
と
う
も
ろ
こ
し
の
ス
ー

プ
、

を
何
と
か
仕
上
げ
、

隣
の
和
室
で
、

和
気
あ
い
あ
い
の
試
食
会
を
し
た
。

今
後
は
、

春
秋
、

年
二
回
開
催
し
よ

う
と
内
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

口
∽

口
四
〇
〇
四

肥 清

楢尿病

高脂血症

植物|は

淡色野来

有色野菜

海草

垣 味嗜

培|は

大さじ1～2杯

刻んで両千に

山盛り1年

刻んで

両手に1杯

ひとつかみ

控えめに

タンパク質

タンパク質
カルシウム

カルシウム

タンパク質
必須脂肪酸

ビタミン

キ機質

卵   小 1個

豆腐    1/3丁

キ乳    コ ッブl lT

継

質

繍
蹴
鋤
　
蝕

●

一
日
三
食
欠
食
せ
ず
に
、

主
葉
・副

業
を
そ
ろ
え
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
献
立
は
、

老
人
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て

立
て
ま
し
ょ
つヽ
。

●
な
る
べ
く
家
族
と
同
じ
材
料
を
用
い

ま

し

ょ
う

。

●
新
鮮
な
材
料

で
季
節
を
楽
し
み
ま

し

ょ

ヽ
つ

。

●
生

・
和
え
　
煮

・
茄

・
蒸
　
焼
の
調

理
法
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
揚
げ
物
は
、

量
を
少
な
め
に
し
ま

し

ょ

ヽ
つ

。

●
食
事
は
、

家
族
と

一
緒
に
食

べ
ま

し

よ

ヽ
つ

。

作業開始前の要点説明

楽 しい試食と懇談会

高血圧
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若
し
、

貴
方
が
、
「独
り
ぽ

っ
ち
」
や
、
「寝
た
き

り
」
に
な

っ
た
と
き
、

ま
た
、

ご
家
族
の
誰
か
、
「寝
た
き
り
」
に
な

っ

た
時
の
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

る
弱
肉
強
食
の
世
界
の
よ
う
な
光
景
に

は
、

シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

勿
論
例
外

的
で
あ
る
に
し
て
も
。

老
人
福
祉
社
会
に
大
切
な
こ
と
は
、

や
は
り
、

愛

の
心

の
問
題
で
あ

る
と

思
っ
た
。

家
族
か
ら
隔
離
さ
れ
、

孤
独

と
冷
え
き

っ
て
し
ま

っ
た
心
の
傷
は
、

ど
ん
な
立
派
な
施
設
や
、

限
ら
れ
た
職

員
に
よ

っ
て
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

で
き
得
れ
ば
、

肉
親
の
い
る
家
で
、

介
護
さ
れ
る
の
が
よ

い
の
で
あ
ろ
う

が
、

当
人
と
し
て
み
れ
ば
、

家
族
の
世

話
に
は
な
り
た
く
な
い
し
、

家
族
と
し

て
も
自
分

の
子
供

の
養
育
で
精

一
杯

で
、

た
と
え
、

良
い
嫁
で
あ

っ
て
も
、

や
は
り
他
人

の
血
が
通
っ
て
い
る
の

で
、　

一
定
の
距
離
を
保
た
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
も

あ

る
。

レ≡
つ
か

ん
が
え
る

と
、

当
退

職
者
こ
だ

ま
会
と
し

て
は
、
「独

り
　
ほ
つ

ち
」
の
人

達
の
輪
を

拡
げ
て
、

「遠

く

の

親
類
よ
り

近
く
の
他
人
」
な
ら
ぬ
、

同
憂
の
友
の

集
団
に
よ
っ
て
、

常
に
、

電
話
は
勿
論
、

対
話
、

地
域
相
互
訪
問
な
ど
に
よ

っ
て

互
助
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

万

一
死
亡
し
て
も
、

末
永

く
供
養
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
方
策

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ

こ
そ
が
、

究
極
的
に
は
、

当
退
職
者
こ

だ
ま
会
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る

と
思
う
。

・
神
奈
川
県
福
祉
プ
ラ
ザ
を
訪
ね
て
み

卜
を
つ
。

県
は
、

い
わ
ゆ
る
縦
割
行
政
で
あ
る

た
め
、

県
退
職
者
で
も
気
付
か
ぬ
こ
と

が
多
い
。
こ
の
神
奈
川
県
福
祉
プ
ラ
ザ

は
、

横
浜
駅
西
日
の
、

県
政
総
合
セ
ン

（次
頁
へ
つ
つ
く
）

×

×

×

×

右
の
よ
う
な
こ
と
や
、

既
に
こ
ん
な

こ
と
で
困

っ
て
い
る
方
も
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、

今
回
か
ら
、

こ
の
シ
リ
ー

ズ
で
は
、

差
当
た

っ
て
前
述
の
よ
う
な

こ
と
を
想
定
し
て
、

ご

一
緒
に
勉
強
し

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
つヽ
。

人
生
八
十
年
時
代
と
い
っ
て
も
、

寝

た
き
り
の
人
や
、

障
害
に
か
か

っ
て
い

る
老
人
を
考
え
る
と
き
、

こ
れ
ら
を
差

引
い
て
考
え
る
と
、

や
は
り
実
質
的
に

は
、

人
生
六
～
七
十
年
代
で
は
な
い
の

か
な
ど
と
考
え
込
ん
で
し
ま

つヽ
の
で

す
。

万

一
、

交
通
事
故
な
ど
で
、

車
イ

ス
生
活
に
入
っ
た
場
合
の
こ
と
を
想
定

す
る
と
、　

一
た
び
、

外
出
す
れ
ば
、

道

路
や
駅
の
階
段
な
ど
み
て
も
、
と
て
も

外
出
す
る
気
に
は
な
ら
ず
、

改
め
て
交

通
事
故
に
気
を

つ
け
な
く
て
は
と
切
実

に
思

つヽ
の
で
す
。

Ｘ

×

×

×

×

ｏ
「寝
た
き
り
」
や

「独
り
ぼ

っ
ち
」

の
た
め
に
、

ど
ん
な
制
度
が
あ
る
か

知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

×国
や
、

県
の
ほ
か
、

最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
市
町
村
で
も
独
自
の
制
度
が

あ
る
の
で
、

万

一
、

困

っ
た
と
き
は
、

最
初
に
地
元
の
市
町
村
の
福
祉
担
当
課

に
直
接
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
た
い
。
な
お
、

政
令
都
市
で
は
、

福

祉
事
務
所
、

保
健
所
の
双
方
が
関
係
が

深
い
役
所
で
、

こ
の
こ
と
は
い
ず
れ
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
も
順
次
解
説
を
試
み
た

い
と
思
う
。

●
福
祉
モ
ニ
タ
ー
に
な

っ
て
見
聞
し
た

こ

と

。

私
事
に
な

っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、

県

を
退
職
し
て
約
十
年
程
前
で
は
あ
る

が
、
「独
り
ぼ
っ
ち
」
や

「寝
た
き
り
」

に
な

っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
、

約

一
年

間
横
浜
市
の
福
祉
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し

て
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
見
聞
し
た
こ
と
の

一
つ
は
、

或
る
老
人
ホ
ー
ム
に
見
学
に
行

っ
た
と

こ
ろ
、

そ
の
施
設
で
は
、

同
室
の
老
人

同
志
の
イ
ガ
ミ
合
い
と
果
和
感
、

そ
し

て
、

ボ
ス
猿
な
ら
ぬ
、

室
の
ボ
ス
に
よ

）

神奈川県福祉プラザのご案内

★相談専用電話  045-322-0110
短鶴ダイヤル ♯8080

★福祉プラザは、相談事業のほか各事業を

実施しておりますのでご利用ください。

・
躙 里稚脊〈線醤認)
・
魯騎嘉伊鶴特(続督塑)
●福祉機器の辰弔21湛爆ろ岳認)

政ヨ 連宮 や 森"環  殴 区

(相)神奈"県 社会福祉協“会 ヨ 省

体 壊 日 毎 坦月t日 祝傑日の聖日 年末年始(12月28日-1月 4日 )

開恒D3間 年 前9申 かヽ年に5時 とで (たセし―師は年ほ9時 =て 〉

所 在 地 02214R浜 市中葉川区日震町2202

(神奈川県政縄合tン ター内 lilS-5階 )

■   括  045コ 12,12!侑   M5322‐ 0 0(相 ほ専用)

ブンツ】ホン猿亀ダイヤル 48BO(相 と専用)

ファクス045‐322‐0,2i

交  通  tR浜疎下= 西 口 佐 歩4分



0)第  22 号 神奈ナ|1県職労退職者こだま会 1992年(平成 4年 )2月 1日

今
年
も
無
病
息
災
で

テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
、

ワ
ー
プ

ロ

…
身
の
回
り
に
は
日
の
疲
れ
る
も
の

が

一
杯
。

そ
ん
な
時
、

外

の
緑
に
目

を
や
る
と
効
果
抜
群
、疲

れ
目
も
じ
き

直
り
ま
す
。

快
眠
は
健
康

の
源
。

寝

つ
か
れ
な

い
時
な
ど
、

足
の
方
を
暖
め
る
と
よ

く
眠
れ
ま
す
。
ま
た
カ
ッ
カ
し
て
頭

に
血
が
上
る
の
も
危
険
で
す
。

冷
静

を
心
が
け
、

血
圧
上
昇
に
注
意
し
ま

し
ょ
つヽ
。

満
腹
よ
り

「も
う
少
し
食

べ
た

い

な
」
と

い
う
所
で

ハ
シ
を
置
く
。

腹

人
分
目
は
胃
の
負
担
な
ど
を
軽
く
し
、

健
康
的
な
食
べ
方
で
す
。

長
寿
者
に

は
腹
人
分
目
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

食
事

の
後
、

体
を
休
め
る
の
は
消

化
の
た
め
に
も
大
変
良
い
こ
と
で
す
。

万
病
円
と
は
江
戸
時
代
、

万
病
に
効

く
と
い
わ
れ
た
九
薬
。

食
後

の
昼
寝

を
習
わ
し
と
す
る
国
々
も
あ
り
ま
す

V

）

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

タ
ー
内

（１１
階
～
１５
階
）
に
あ
る
。

以

前
は
県
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

改
組
さ
れ
て
、
「神
奈
川
県
福
祉
プ
ラ

ザ
」
と
改
称
、

設
置
は
県
、

運
営
は
個

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ

い
ろ
い
ろ
紹
介
し
ま
し
た
が
、

い

か
が
で
し
た
か
。
さ
て
、

最
後
は
こ

の
名
言
で
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
る
。

東
洋

一
を
誇
る
福
祉
機
器
展
示
室
も

あ
り
、県

下
全
般
の
福
祉
事
業
の
総
合
的

判
断
の

一
助
と
し
て
、

一
度
訪
ね
て
み
ら

れ
て
は
、如

何
で
あ
ろ
う
。

（文
責
児
玉
）

経
験
か
ら
生
ま
れ
た
先
人
の
智
恵

が
、

こ
れ
も
健
康
的
な
習
慣
で
す
。

ピ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
な
お
茶
は
健

康
飲
料
で
す
。

た
だ
時
間
が
た
つ
と
、

業

の
中
の
カ
テ
キ
ン
と

い
う
物
質
が

水

の
中
に
溶
け
出
し
、

そ
の
た
め
胃

液

の
分
泌
が
妨
げ
ら
れ
て
消
化
不
良

を
招
き
や
す
い
の
で
注
意
が
肝
心
。

元
気
で
病
気
知
ら
ず
の
人
は
、

健

康
を
軽
視
し
が
ち
で
、

バ
ッ
タ
リ
と

い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、

一
度
息

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
健
康

に
十
分
気
を
配
り
、

無
茶
を
し
ま
せ

ん
。中

国
に
は
「無
病
短
命
、

一
病
長
寿
」

の
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

病
を
直
す
業
も
飲
み
過
ぎ
は
危
険
。

処
方
を
守

っ
た
服
用
を
。

年
長
者
は
、　

一
番
い
い
所
に
座
を

占
め
た
方
が
落
ち
つ
い
て
い
ら
れ
る
。

二
番
風
呂
の
方
が
湯
が
な
れ
、

刺
激

が
な
く
て
い
い
し
、

風
呂
場
全
体
、

脱
衣
所
も
暖
ま
っ
て
く
る
。

医師

栄養士

スポーツ相談員 体カスポーツ

医師 ・機能倒‖練士 り八L

ど
ん
な
に
医
学
が
進
歩
し
て
も
、自

分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
の
が
鉄
製

健
康
管

理
を
心
が
け
ど
」
の
一
年
も
無
病
一息
災
に
。

い
横
浜
市
医
師
会
広
報

「み
ん
な
の
健
康
」
か
ら

相M目 相 田 R 日 '時
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